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水田におけるホールクロップサイレージ（以下ＷＣＳ）用イネの栽培では、６月下旬（主

食用米と同時期）から中干しを開始し、出穂揃い頃に落水します。その結果、地耐力が

確保され、機械収穫作業が容易になり、良質なサイレージ調製が可能になります。収穫

作業能率は、イネＷＣＳ専用収穫機体系で 3.1時間/ｈａ、牧草用収穫機体系で 7.7時間/
ｈａ程度です。また、収穫ロスはＷＣＳ用専用収穫機体系の方が少ないです。 

図１ 圃場水管理のイメージ 

 
図２ 収穫作業行程 

 
表１ 各収穫体系の特徴 

項目 イネＷＣＳ専用収穫機体系 牧草用収穫機体系 

組作業人数 3 人 4 人（トラクタ 4 台体系） 

作業能率 3.13h/ha 7.75h/ha 
収穫ロス 少ない（2％程度） 多い（20～25％） 
初期投資 大きい 小さい 
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ホールクロップサイレージ用イネ栽培における 
地耐力確保法と収穫体系別の特徴 

イネWCS専用収穫機体系

作業名： → （運搬車へ）

作業機械：

牧草用収穫機体系

作業名： 刈取 → 集草 → 梱包 → 運搬 → ラッピング → 運搬 → （運搬車へ）

作業機械： トラクタA（50ＰＳ） トラクタB（25ＰＳ） トラクタA トラクタC（35ＰＳ） トラクタB トラクタD

ディスクモーア ヘイレーキ ロールベーラ ヘイホーク ベールラッパ グラブ付ローダ

作業巾1.5ｍ 作業巾1.5ｍ 作業巾0.9ｍ

タカキタＷＢ-1000 タカキタＳＷ1010Ｗ

刈取・梱包 運搬・ラッピング

飼料イネコンバインベーラ 自走式ベールラッパ2台
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